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SONODAHidehiro
京都の国際 日本文化研究センター(通 称 ・日文研)で 、大規模な日本研究の国際集会 を開催 し
ようというプランが提案されたのは、もう3年 ほど前のことだった。海外から研究者 を招待す る
といっても、それは300人 のことなのか100人 のことなのか。また、そのような大規模な集会 を開
くといっても、それに対処できる組織能力が日文研側にあるのか。不安はいっぱいあったが、「開
くべ し」 という積極派が、消極派の意見を取 り込むかたちで、招待者100人 規模の国際集会開催
のプランづ くりが始まった。
目的は、「世界の日本研究者が一堂に会 して、日本研究についての国際的な意見交換を行い、
それとともに、 日本研究者相互の直接的な人的交流をはかる」(「京都会議趣 旨」 より)こ とにあ
るとされ、「日本研究 ・京都会議」(以下、「会議」 と略する)は 、国際交流基金と日文研 の共催
で開かれることになった。
「会議」をどのような規模にするかについては、よく考えてみると、重要な問題が含まれてい
る。それは 「日本研究」 というのは誰のための、また何のための研究かという問題である。見方
を変えれば、それは、「日本研究」に日本(と くに日本の国家 を背景としている組織)が どれほ
ど関与すべきかということである。私はあまり大きな関与 をすべ きではないという立場か ら、小
規模の 「会議」を主張 した。
「会議」の日程は1994年 の10月17日 か ら、同,月22日まで と決 まり、この間に300余 の研究発表
がなされることになった。「会議」へは、世界の約45力 国から約120人 が招待 され、また国内から
の参加者は約420人(こ のうち70人 は日本国内在住の外国人日本研究者)の 多きにおよんだ。こ
のような 「会議」が可能になった背景には、世界各地でなされている日本研究の質的深まりと、
量的拡大があることはあらためて指摘するまでもないだろう。
大江健三郎氏きたる
「会議i」の第一日目は、公開講演会であった。講演予定者の一人の大江健三郎氏が、予定され
ていた講演の数日前に、今年のノーベル文学賞に決 まったというニュースが流されたために、 日
文研の電話 は、今からでも講演を聞けるかという問い合わせで鳴りっぱなしになった。また、講
演会の日は大勢のマスコミ関係者がおしよせたために、大江氏は日文研の裏からこっそ りと入場
するはめになってしまった。
講演の 「世界文学は日本文学たりうるか」は、外国の文学を消化 して日本語で文学を書いてい
ることの限界 と可能性 を模索 したもので、「世界言語」についての話はいささか難解の気があった。
もう一人の講演者、マリウス ・ジャンセン氏の 「日本 とその世界」は、 日本、東アジアの鎖国に
ついて多角的に論 じたもので、非常に興味深い内容の ものであった。
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研究発表あれこれ
「会議」の二 日目か ら、本格的な研究発表が始まった。この 「会議」全体の構成は性格の異な
るものが入 り混 じっており、研究発表は大きく分けて、四つのタイプの ものに分類することがで
きる。
第一は、国際公募によって選ばれたシンポジウムで、シンポジウムのテーマや規模や参加者な
どは、応募者自身が決めたものである(表1)。 一方、これに対 して、 日文研の共同研究 を母体
にして企画 されたシンポジウムがある(表2)。
以上の二種類のシンポジウムに対 して、個人ベースの研究発表を国際公募 したものがある。こ
のタイプの研究発表は、テーマの類似性 などによりいくつかにグルーピングして、報告をして も
らった。通常、学会などでは、このような研究発表が多 くの部会を占めるのだが、今回の 「会議」
は学会ではないので、個人研究の発表の部分は少なめにおさえられたのである。
今回のこの部分の研究発表では、各国の日本研究の現状、日本の美術、建築、農業問題、地方
史、現代 日本文学、日本の国際化、日本観、日本文化分析の方法論、日本のマスコミ、宗教、祭
礼、演劇など、実に多様 な報告がなされた。個々の論文のコメントをする余裕はないが、水準の
高いものが多かったということだけはここで指摘 しておきたい。
最後に四番目のタイプとして、国際交流基金が、独 自の観点から組織 したもの(表3)を 含め、
「会議」は学会風で もあり、 また大型シンポジウムのシリーズのようでもあった。「会議」 は日
文研内の七つの会場で同時平行的に行われたので、聞きたいものが、二つ三つ とダブッてしまい、
参加者の問から不満 も聞かれたが、 日程の都合上いた しかたなかった。
私自身も、フルに参加できたのは、公募された個人研究の発表会一つと、濱口惠俊氏が組織 し
たシンポジウム、「日本は本当に異質 ・特殊か?日 本研究パラダイムの再検討」だけであった。
この二つのセッションの議長の役割をしなければならなかったからである。65の セッションは、
普通の学会で も通常 よく見かけるように、聴衆が4～5人 のものか ら、200人 近 くの ものまでさ
まざまであったが、最も多 くの聴衆を集めることができたのが、この濱口氏のシンポジウムであっ
た。彼は開催主旨の中で 「討議課題」 として次の四点を指摘 した。
1、 日本社会の編成原理や運用原則が、世界的に見て果た して異質 ・特殊なのかどうか。 もしそ
うだとすると、その根拠は何か。あるいはまたその反対に、日本文明が機能上、どの側面にお
いて普遍性 を保ちうるか。またそのフィーザ ビリティは何に由来するか。
2、 日本の政治経済システムの特質がどこまで東アジアの諸国と共通であ り、またどの程度欧米
のシステムと対照的か。東アジア型資本主義の特性は何か。またその将来性 は?
3、 日本の社会 ・文化 システムを従来のように 「集団主義」といったキーワー ドによって特殊視
するのではな く、人類文明の一つの普遍形態として把握するには、どのような社会科学上のパ
ラダイムが必要か。
4、 世界におけるグローバリゼーションの円滑な進展にとって、何が必要な機能要件 となるか。
その際、日本型システムはどのようなメリット(機 能的意義)と デメリットを持つのか。
5、 サミュエル ・ハンチントンの言うような文明間の衝突が今後不可避なのか、それとも 「文化」
を負荷 しない形で 「文明」を把握 し、民族問題や言語間葛藤の問題にうまく対処 し、グローバ
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ル ・ソサィアティを構築 しうるのかどうか。
1の 問題に関 して報告者の榊原英資(大 蔵省財政金融研究所所長)は 、プロテスタント倫理 と
比肩 し得るようなサムライ=サ ラリーマンの禁欲精神による産業化が注目されるべ きであって、
そうした社会編成のほうが、歴史の浅いアメリカよりも普遍性を持ちうるとした。また岩田龍子
(九州大学経済学部)は 、 日本的経営システムのほうが、組織化の機能が優れているために普遍
的であるとした。中谷巌(一 橋大学商学部)は 、各国の経済発展のあ りようによってそれぞれ特
徴があるので、一概に異質 ・特殊 という結論は出しにくいとした。
リビジ ョニス トの代表的論客 といわれているチャーマーズ ・ジョンソン(カ リフォルニア大学)
は、同じ課題に対 して、「日本は、決してユニークではなく、単に他 と違っている」だけだと述
べた。彼 は東アジア型資本主義の提唱者で もあるが、2に 関しては、冷戦終了後のアジア経済の
目覚ましい発展に注 目する必要があるとし、超国家経済主義 より地域経済主義の重要性を指摘 し
た。
3に ついては榊原によれば、富 と権力の分離、参加型の組織内分権、メリットクラシーなどに
基づ く安定 した行政組織からなる日本型システムが、日本の資本主義 を支えているとする。吉田
和男(京 都大学経済学部)は 、日本型システムを解明する上で、従来の要素還元主義は不適であ
り、要素間関係を分析する新しいパラダイムが必要だと述べた。4に ついてはあまり諸論が分散
的になりす ぎてしまったので省略する。
5に ついては、ジョンソンは、ハンチン トンの文明衝突 説は、イデオロギー的、ご都合主義的
で、歴史的分析が不十分であると厳 しく批判 した。梶田孝道は、現在世界で多発 している民族紛
争の解決のためには、「文明」 と 「文化」の概念を区別するとともに、両者間の機能的関係を考
慮すべきだとした。
全体的な印象 として残ったのは、このシンポジウムは、論点が拡散 し過ぎて、議論を十分に深
めることができなかったという点である。せっかく日本は 「異質 ・特殊Jか という刺激的テーマ
を掲げたのだから、もっと白熱 した深みのある議論ができたと思えるのだが、そうはならなかっ
た。
それは一つには、文化人類学 ・社会学 と政治経済学という専門の異なる研究者間の対話の困難
さゆえか もしれない。制度的構造を議論の出発点とする政治経済学 と、制度の背後にある人間の
行動の分析を中心にする学問との問にある深い溝を見る思いが した。
「後期江戸文化 におけるエロスと性」(芳 賀徹代表)と いうセッションでは15本 もの報告があ
り(表4)、 スリリングな討論が行われた。
このシンポジウムは、中国文学 ・日本文学 ・文化史 ・美術史 ・社会学 ・文化人類学などの研究
者が、「江戸後期」 という限定された時代の 「エロスと性」について徹底的に学際的 ・国際的な
討論 を行 ったところに、その特色を見ることがで きる。テーマがテーマだけにどのような議論に
なるか、心配 したむきもあったが、「今 までほとんど研究されてこなかった江戸時代後期の 『エ
ロス』や 『性』について、春画などを使った研究発表 も多かったが、少 しも下品にならず、エレ
ガントに自由に論 じることができたのは、今回の大きな成果だと考える」(こ のシンポジウムを
企画した芳賀徹氏の言葉)。
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「日本」研究者でない研究者の日本研究
以上に紹介 したのは 「会議」のほんの一部分ではあるが、世界中から日本研究のプロたちが一
堂に会 し、日本のありとあらゆる側面 を議論 したのは実に壮観であった。 もう一つ少々毛色の変
わったシンポジウムの紹介 をしておこう。アメリカの第一線の社会学者テリヤキヤンが企画 し、
ヘブライ大学のアイゼンシュタットなどが参加 したもので、日本を社会理論の中にどう位置づけ
るかというものである。
テリヤキヤンの主張するところによれば、かつて社会学の理論に内在 していた 「よき社会」
(GoodSociety)の イメージを、現代社会学 は打ち出せないでいる。こういう観点から日本の
社会を見ると、かつてデュルケームが 『道徳教育論』で描いたような 「よき社会」を日本のある
部分は体現 しているように思われると主張する。社会学者は、したがって、もっと日本研究をす
るべ き時だというわけである。一方、長年にわたって近代化論の中心的人物であったアイゼンシュ
タットは、 日本は西洋の理論的枠組みである 「国家」対 「社会」という構図では理解することが
できないと言 う。 日本は 「弱い国家」対 「強い社会」というフレームワークのもとに理解すべき
である。このような社会には明確なビジョンがなく、 したがって明確な革命も生 じない。コント
ロールは強いが、それが決 して専制に発展 しないところに特色があると説 く。
このような解釈がどれほど正 しいものか、ここで論 じる余裕はないが、彼らのように 「日本」
研究のプロではない研究者の日本解釈 も、かつてに比べると本当にレベルが高 くなってきたと思
わざるをえないというのが私の感想である。
日本研究は日本研究者だけのものではないというのは、いまや常識に近いが、日本以外の社会
を研究するために考案された 「理論」が、はたしてどこまで日本の社会の現実にせ まることがで
きるのか、興味深い問題である。
今後、西洋の多 くの社会科学者が、日本に関する理解 を深め、日本の現実を前提 として 「理論」
の発達を深めるようになったとき、従来の諸理論は大きく変化 をとげ、その普遍性を徐々に拡大
することになるであろう。
対話の場 として
研究発表 とならんで、「会議」の目的にかかげられていた 「人的交流」については、「会議」は
どのような成果を上げることができたであろうか。
私は1986年 に、日文研設立構想の中間報告をたずさえてアメリカ ・カナダを回ったのだが、そ
のとき面倒 をみてもらった、アルバータ大学歴史学部のシン・ビン教授 と会うことができたのが
一番嬉 しかった。アルバータ大学はカナダの最 も北にある大都会エ ドモントンにあるが、8年 前
の11月に訪問 したときには、すでに気温はマイナス12度 だった。こんな北のはずれ(失 礼!)に
も日本研究 をしている研究者がいると知って、胸が熱 くなった記憶がある。
しかしこのような出会いは、む しろ例外で、地球は本当に狭 くなったというのが実感である。
日文研が創設されて、2～3度 お目にかかる研究者の数は多い。しかもただ会うだけではなく、
シンポジウムの発言などを通 して、どこの誰それは 「できる」とか、「私 とは立場が違 う」 とか、
「交流」に深みが出て くるのが、このような研究集会の一番の成果である。イデオロギーや研究
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方 法 の 違 い な ど さ ま ざ ま で あ ろ う が 、 そ の よ う な 違 い を 越 え て 対 話 が 可 能 に な れ ば 、 そ れ が 一 番
望 ま し い 。 そ の た め に は こ の よ う な 会 議 が 世 界 の 各 地 で 何 度 も 開 か れ る 必 要 が あ る だ ろ う 。
厂会 議 」 の 最 終 プ ロ グ ラ ム で 、 ス タ ン フ ォ ー ド 大 学 の べ フ 教 授 は 、 日 本 研 究 の 世 界 学 会 の 提 案
を さ れ た 。 こ の 提 案 が 今 後 ど の よ う な 展 開 を 見 せ る か 不 明 だ が 、 「世 界 学 会 」 を つ く り た い と い
う 願 い が 自 然 な 勢 い と し て で て き た の は 、 「日 本 研 究 ・京 都 会 議 」 の 「人 的 交 流 」 が 、 そ れ な り
に う ま く い っ た 証 拠 な の で は な か ろ う か 。
〔表 〕
表1国 際 公 募 に よ る シ ン ポ ジ ウ ム
"TheEm
ergenceandDevelopmentofAnthropologyintheColonialWorld:East-WestParallels,"Orga-
nizerJanvanBREMEN
"Japanes
eCreativityandSustainableDevelopment,"OrganizerKOIZUMITetsunori
"P
ast,PresentandFuture:ComparingtheaestheticvalueofsnowinJapanandtheUS,"Organizer
BarbaraSANDRISSER
「環 太 平 洋CJK書 誌 情 報 ネ ッ トワ ー ク ・シ ス テ ム の 構 築 に 関 す る 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 」
"Comparati
veLandPolicy:TheRoleoftheStateandtheMarketinDeterminingtheUseandPriceof
theLand,"OrganizerFUKAIN.Shigeko
"ResourcesforJa
paneseStudiesinEurope,"OrganizerKOYAMANoboru
"J
apan'sWaytoModernity:DialecticsofIntellectualThoughtintheTokugawaEra."OrganizerOlofG.
LIDIN
"C
ommunicationinJapanese-ForeignContactSituations,"OrganizerJ.V.NEUSTPNY
"CulturalFormsthatCro
ssBoundaries:JapaneseArtsinInternationalContext,"OrganizerEarlMINER
"Ch
angingAudiencesandConstituencies,"OrganizerSamuelK.COLEMAN
"JapaneseStudiesandResearchR
esourcesintheUnitedStates,"OrganizerNIKIKenji
"E
nigmaticExperiencesofEarlyTwentiethCenturyJapan:WenceslaudeMoraes,Abd?residIbrahim,
andFukuharaHachiro,"OrganizerSel輹kESENBEL
"TheB
earingofSocialTheoryonJapaneseStudies:theBearingofJapaneseStudiesonSocialTheory,"
OrganizerEdwardA.TIRYAKIAN
表2国 際日本文化研究センターの共同研究を母体とするシンポジウム
「交渉行動様式の国際比較」(代 表者 木村汎)
「後期江戸文化におけるエロスと性」(代 表者 芳賀徹)
「日本は本当に異質 ・特殊か?一 日本研究パ ラダイムの再検討」(代 表者 濱口惠俊)
「日本の想像力」(代 表者 中西進)
「徳川 日本における人口抑制行動とその東アジア史的考察」(代 表者 速水融)
表3国 際交流基金が組織 したシンポジウム
「日本語教育/学 習目的の多様化への対応」
「世界の日本研究/近 年の研究動向と今後の発展のための課題」
表4シ ンポ ジ ウ ム 「後 期 江 戸 文化 に お け る エ ロ ス と性 」(代 表 者 芳 賀徹)で の報 告 テ ーマ
"PackagingofPassioninLateEdoGesaku"(IWASAKIHaruko)
「金 瓶 梅 に お け る愛 の 手 管 」(井 波 律 子)
「浮 世 絵 春 画 の内 と外 操 作 され て い る の は誰 か」(千 野 香 織)
"Att
ributesinShungaIllustrations/SuggestiveNon-ShungaIllustrations"(MatthiasFORRER)
1-17
「中国 の 春 画 と 日本 の 春 画 」(河 野 元 昭)
「春 画 史 の 時 代 区 分 」(浅 野秀 剛)
"lnterminableReflections"(SumieJONES)
「エ ロチ ック な布 」(田 中 優 子)
「亀 齢 軒 と 『華 月 帳1一 江戸 末期 の風 流 人」(中 野 三 敏)
「江 戸 男 色 の サ イ ン」(丹 尾 安 典)
"BodilyBawdilyGivingTongue:TheLingualPreasuresofGesaku"(RegineJOHNSON)
「春 画 と笑 い 」(早 川 聞 多)
「性 器崇 拝 と浮 世 絵 春 画 」(辻 惟 雄)
「まね き猫 と性 崇 拝 」(井 上 章 一)
「江戸 の小 唄 に お け るエ ロ ス と性 」(山 口昌 男)
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日本研究 ・京都会議
1994年10月17日 ～22日
1登 録 風景(エ ン トラ ンス)
3大 江健三郎氏 公開講演(講 堂)
ヒ マ欄
、塚卩
"'
5大 江健 三 郎 氏 イ ン タ ビュ ー
2所 長挨拶(講 堂)
〕
4マ リウ ス ・ジ ャンセ ン氏 公 開 講演(講 堂)
6歓 迎会 国際交流基金挨拶(京 都東急ホテル)
7歓 迎会風量(京 都東急ホテル) 8セ ッ シ ョ ンRoOm1(第 一 共llil研 究 室)
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9セ ッシ ョンRoom5(セ ミナ ー 室1)
10セ ッシ ョンRoom7(講 堂)
11昼 食風景
12雅 楽演奏会(回 廊の庭)
13シ ンポ ジ ウム(講 堂)
輔噛一陶㌻嘩一
鵡=噌
幅 硬…!｢r:ｻvxk
14所 長講演(講 堂)
15糸 忿ナ舌i;寸1}義(講 堂) 16送 別会(セ ミナ ー 室)
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